





































に伝わる「孝女伊麻の伝承」を教材として活用した。 「中将姫伝説」とは、 「出家した中将姫の願により、観音の化女が蓮糸を用い一夜で曼荼羅を織ったとする仏教説話」である。 「孝女伊麻の伝承」は、
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「父親に対する姉弟の孝行談」で、 「人々は姉弟の孝心を賞賛し、孝行の鑑とした」といわれる。 「中将姫説話」では古典と民話との共通点や相違点を明らかにし、 「孝女伊麻の伝承 においては伝承に関して複数の資料の比較読みをさせ、その根拠を考えさせている。　
平成二十年版小学校学習指導要領の〔第一学年及び第二学年〕の
〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕アアには 昔話や神話・伝承などの本 文章の読み聞 せを聞いたり、発表し合ったりすること。 」とある。小学校段階において、伝統的な言語文化に親しむ態度の育成を目指している。井上実践では 民話を取り上げている点が興味深い。グループ学習で民話との共通点 相違点を明らかにし、 説話が現代まで受け継がれてきた理由を考えさせている。　
三論考は、関東、北陸、関西の郷土に関わる古典を見つけ、そ







































































児島県の歴史的遺産について、関心をもち、その価値に気づくことが学ぶ意欲を高めること ながるといえよう。Ⅱは実物（ 「島津いろは歌」 ）に触れ、実体験に基づいた学習は生活と結びつき、豊














































　「島津いろは歌」の指導は三時間配当とし、次のような計画を立てた。 〈第一時〉の「背景となる歴史的な状況、作者の当時の立場や置かれていた状況などを知る」については、配慮事項として、興味や関心をひくように、内容の理解を助ける程度にとどめた。 〈第二時〉は、和歌のリズムや歴史的仮名遣い 注意しながら、 「島津いろは歌」 を音読し、 読み慣れさせることを目指した。 〈第三時〉 は、
「島津いろは歌」四十七首すべてを扱うのではなく、中学生が理解できそうな五首に絞って学習者に提示することとした。第三時の目標は、 「意見を交換しながら、 「島津いろは歌」の中から好きな一首を選び、その根拠 書く。 」である。〈第一時〉
「島津いろは歌」の背景となる歴史的な状況、作者の当時の立場や置かれていた状況などを知る。
〈第二時〉









































津いろは歌」から自分の好きな和歌一首を選び、その理由を書く活動である。二つ目は、グループでの話し合いによって一首を決め、なぜ、 グループでその和歌を選んだ か、 その理由を小黒板に書き黒板に掲示し、全員 共有を図る活動である。さら 、それらの五首に共通する点はどのようなことか 考えさせ 活動である。五首から何がわかるか、作者 島津忠良公が何を伝えた った かを考えさせる、主題とも関わる活動である。これは地域教材「島津 ろは歌」を活用するこ の意義の、 「Ⅲ
　
当時のものの見方や考え方、





































































































分にぴったりだったから。特に、友人をみて良いところはまねて、自分をみがくというのが心に残った」や「この歌はとても説得力があるからです。人の いところは見習 、悪 ころ 反省するというのがとてもいいなあと思いました」等を記して た。　
②の「似たるこそ友としよけれ…」については、部活動で取り組
んでいるサッカーを例 挙げ、 「上を目指すとき 二年の人や自分よりうまい人を選んで練習しているから」と述べていた。　【写真１】は黒板に和歌と小黒板を掲示したものである。 「個」の学習から四人編成の九グル プを作らせた。 個人の考えを述べ合い、好きな歌を一つに絞って選ぶ活動においても 一組の場合、①「はかなくも明日の命を…」を選んだグループが三グループあり、 「自分たちも経験したことがあるし、誰もがそうであると思う書いた小黒板を掲示した。　②「似たるこそ友としよけれ…」を選んだグループも①同様、三
グループあっ 。 「自分より優れた を選んだら、いろいろなことがわかっておもしろいから」 「自分の進歩のために こうし けばいいの なと思っ から」と小黒板 掲示した。
【写真１】‌　
⑤「よきあしき人の上にて…」を選んだのは二グループあり、



















 〈授業を振り返って、伝え合 について〉・五首の歌についてよくわかった。自分のグループだけでなくほかのグループの意見も聞けてよかった。 〈今と昔 比較、普遍性について〉・昔の人も「今日は疲れたから明日にしよう」と思う気持ちが
あったことがいろは歌でわかった。時間を大切にしない いけない。




ることの意義に照らして考察する。 〈今と昔の比較、 普遍性について〉にあ ように、 「昔の人も『今日は疲れたから明日にしよう』と思う気持ちがあったことがいろは歌でわかった。時間を大切にしないといけない。 」 、また〈和歌について〉の、 「島津いろは歌が四十七首もあり、それぞれに意味があり、 生で生き ために必要なこと
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知りたい。島津家の歴史を調べたい 」 「島津いろは歌は、とても大切なことがかいてあったから、島津忠良公はすご 人だなと った。 」には、 地域教材「島津いろは歌」を活用することの意義の、 「Ⅳ
　





について〉 〈今と昔の比較、普遍性 ついて〉 〈古典につ て、島津忠良公について〉とさまざまな角度から興味や関心 示し いた　
本学習において、 まず歴史的仮名遣いを習得し 音読で読み慣れ、




関心を喚起し、学習意欲 高めることができる。 」及び、 「Ⅲ
　
当時











































Ａと答えることができた。また、②の、好きな一首を選び、そ 理由を書くことについても、Ａと答えた者が八割を超 た。①と②はＰＩＳＡ型読解力「情報の取り出し」及び「テキストの解釈」等に関する質問項目である。また、③の、自分の考えを伝えることができたかということについては、Ｃは一割程度いたも の、ＡとＢ合わせて九割 た。このよう 、 学習者 感想や自己評価などから地域教材「島津いろは歌」を活用することの意義の有効性を示すことができた。　
終末の、 「島津いろは歌」がすべて五 ・七 ・五 ・七 ・七の短歌の形式
をとっているのはなぜだろうかという問いについては 年生には
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難解であったのか、二クラスとも意見が出なかった。 「それは忠良公が家臣団の指導と教育のため、家臣団としての規律を理解しやすいように和歌によって覚えやすいようにしたのであって、年少の者でも諳んじることができるようにしたのだ」と授業者からヒントを出しながら引き出すことになり、もう少し時間を確保してじっくりと考えさせたかったと課題 残 た。また、 「島津いろは歌」 理解が深まるために、 やや長めのまとまった文章を書かせるなど、 ワークシートの工夫が必要であ を感じた。　
今回の実証授業は中学一年生に対して行ったものである。 この 「島
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